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序 文

津は、古くから営々と文化を育んできた地域であり、これまでに多くの遺跡の存在が知られ

ています。最近の発掘調査の成果を見ましても、この地域が重要な位置を占めていたことを証

明しています。

窪田大垣内遺跡は、津市大里窪田町に所在します。大里窪田町周辺は、古くから人々の生活
くぼたり

の場となっていたところです。平城京跡から出土した木簡に「久菩多里」の名が見られ、 8世

紀初めには、この地域が国の行政組織の中に組み込まれていたことがわかります。また、近年

の中勢道路建設にかかる発掘調査では六大A遺跡で古墳時代の大規模な祭祀場と考えられる礫

敷を持つ大溝が、平成5年度の窪田大垣内遺跡第 1次調査では奈良時代の掘立柱建物などの遺

構・遺物が多数確認されています。このことは、当時のこの地域には大きな権力を持った地域

首長が存在した事実を窺わせます。

今回の窪田大垣内遺跡第2次調査では、本文中でも述べられておりますように鎌倉時代～室

町時代を中心とする遺構・遺物を確認いたしました。特に井戸跡からは多数の墨書土器や木製

品が出土し、中世の当地を研究する上で貴重な成果を上げることができたと考えております。

調査した場所は、残念ながら道路建設によって消滅します。生活を便利にするための道路建

設も大変重要な事業です。しかし、その下には私たちの祖先が残してきた足跡があるわけで、

その足跡なくして今日あるいは未来の発展はありえません。その意味からも、この成果を基に

地域の方々、ひいては県民の方々にも文化財保護への関心を持って頂けるのであれば、これに

勝る喜びはありません。

調査に際しましては、津市在住の皆様方、津市教育委員会をはじめ、県土木部の関係各位か

ら、多大なご協力とともに暖かいご配慮を頂くことができました。調査の成果は、ひとえにこ

れらの方々の文化財保護への深いご理解のもとにあります。文末とはなりましたが、関係各位

の誠意あるご対応に心からお礼を申し上げ、冒頭の挨拶といたします。

平成9年3月

三重県埋蔵文化財センター

所長奥村敏夫



例 言

1. 本書は三重県教育委員会が、三重県土木部から執行委任を受けて実施した主要地方道津関

線県単道路改良事業に伴う窪田大垣内遺跡（旧称 大垣内遺跡）の第 2次発掘調査の結果を

まとめたものである。

2 . 調査は次の体制により実施した。

調査主体：三重県教育委員会

調査担当：三重県埋蔵文化財センター（調査第一課）

第二係長杉谷政樹（調整）、主事

研修員岡

調査協力：三重県土木部道路建設課

地元各位

調査期間：平成8年5月7日～同年 7月22日

3. 本報告書の作成業務は、三重県埋蔵文化財センター調査第一課及び管理指導課が行い、下

記の者が補助した。執筆及び全体の編集は木野本が行い、写真は木野本・坂倉• 岡が撮影し

木野本和之、坂倉一光

聡

津土木事務所 津市教育委員会

た。

足立純子、有川芳子、石橋秀美、井村浩子、柿原清子、川口 愛、楠木純子、倉田由起子、

小林佳代子、須賀幸枝、杉原泰子、武村千春、田中美樹、豊田幸子、冨楽幸子、中川章世、

中山豊子、西田衣里、西村秋子、長谷いづみ、八田明美、浜崎佳代、早川陽子、松本春美、

松月浩子、三谷朱美、森島公子、柳田敬子

4. 報告書作成にあたっては、小林秀氏（博物館設立準備室）、榎村寛之氏（斎宮歴史博物館）

のご教示を得た。

5. 図版を作成するにあたっては国土調査法による第w系座標を基準とし、方位は座標北を用

いた。なお、磁針方位は西偏 6°30'(平成元年）である。

6. 写真図版の遺物番号は、実測図の番号と対応している。写真図版は、特に断らない限り縮

尺不同である。

7 . 当報告書での用語は、以下の通り統一した。

つき…「杯」「杯」があるが、「杯」を用いた。

わん…「椀」「碗」等があるが、「椀」を用いた。

8. 当報告書での遺構は、見た目の性格によって以下の略記号を付けた。

SD…溝 SB…掘立柱建物 SK…土坑 SE…井戸

pit …ピット、柱穴

9. 当発掘調査による図面・写真等の記録類並びに出土品は三重県埋蔵文化財センターに於い

sz…落ち込み等

て保管している。

10. スキャニングによるデーター取り込みのため若干のひずみが生じています。

各図の縮尺率は、スケールバーを参照ください。
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ー 前 言

1 調査の契機

主要地方道津関線は、鈴鹿郡関町と津市白塚町を

結ぶ道路である。この道路は、江戸時代に参宮街道

と東海道を結ぶ道として整備され、明治以降は「伊

勢別街道」と呼ばれた。近年は、国道 1号線と23号

線の連絡路、津への通勤道路としての利用度が商い。

そのため、大里窪田町地内・国道23号線と合流する

津市白塚町周辺では朝夕の慢性的な交通渋滞が発生

しており、その緩和の早急な実現が望まれていた。

そこで、この渋滞の緩和を目的としたバイパスと、

建設中の一般国道23号線中勢道路（中勢バイパス）

へのアクセス道路の機能を兼ねた道路の建設が計画

された。さらに、平成6年には三重県総合文化セン

ターが開館し、周辺では県センター博物館・県公文

書館・県立看護大学・人権啓発センター等の公共施

設の建設・計画が進められおり、新道路は早期完成

の必要に迫られていた。

このような状況のなか用地買収が完了し、平成 8

年度事業として未開通部分の工事着工の運びとなっ

た。そのため、津市大里窪田町地内の埋蔵文化財調

査が必要となったのである。

2 調査の経過

a 調査経過概要

平成5年度大垣内遺跡（第 1次）の調査は、調査

対象面積6,600面のうち買収済みの4,600ni勺こついて

実施した。調査の結果、奈良～平安時代の掘立柱建

物跡等の遺構が検出され、ヘラ書き・墨書土器、円

面硯、木製品等の遺物が出土した。

今回の第2次調査の対象となったのは、県道草生

窪田津線との合流点で、用地未買収のため調査でき

なかった部分と津関線と交差する農道の地下道スロー

プ部分である。

発掘調査は平成8年5月7日から開始し、同年 7

月22日に終了した。最終的な調査面積は、 1,800m2で

あった。

調査期間中は、ちょうど梅雨の時期に重なり、降

雨の度に調査区が水没し、その都度ポンプで排水を

繰り返さなければならず、精神的にも疲労のたまり

やすい調査であったように思う。しかし、作業員の

皆さんの暖かいご配慮と熱心な意欲によって調査を

無事終了することが出来た。ここに御芳名を記し、

心からの御礼を申し上げたい。

後藤定男、後藤憲一、藤井正丸、立松明、柴田憲二

馬場久昌、臼杵勝、高橋八重治、三鬼富夫、山本邦

彦、沢野芳、辻カネ、藤井正子、藤井文子、宮村ヒ

サノ、草川ふさ子、木下三枝子、柴田節子、臼杵ノ

ブ、清水こう、鈴木光子、草深ツタ子

b 調査日誌（抄）

4月17日 津土木事務所と事前協議（杉谷政樹・木

野本和之・坂倉一光）。

5月7日 A地区の表土掘削開始。山茶椀・瓦片等

出土。

5月9日 道具の搬入。前日からの降雨で調査区が

水没。排水に頭を悩ませる。

5月10日 農道地下道部分 (C地区）の表土掘削開

始。攪乱が多く、遺構の残り悪い。

5月13日 地下道部分の表土掘削完了。北側に流路

跡を確認。 A地区の地区設定完了。

5月14日 作業員投入。 A地区北側から検出を開始。

旧用水路底の礫中より重弧紋軒平瓦片出土。

5月18日 遺構検出の続き。 A地区の南側で地山を

削った整地土を確認。地山はさらに下。

5月19日 整地土掘削。埴輪・須恵器・土師器等の

破片が混じる。

5月24日 本日より遺構掘削開始。 SD1より中世

の遺物出土。

5月27日 SDlより天目茶碗、 SK4より山茶椀

山皿出土。 C地区、遺構検出開始。

5月29日 C地区の旧流路より須恵器壺出土。奈良

時代の遺物多い。

6月4日 C地区完掘。 B地区表土掘削開始。 SD・

SEを確認。

6月5日 B地区の表土掘削。県道側に遺構が多い。

山茶椀・土師器鍋等の中世遺物が出土。

6月11日 連日の雨で、 A地区が水没。
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6月12日 B地区の遺構検出開始。

6月19日 B地区中央の溝から遺物出土するが、時

代は広範囲にわたる。

6月20日 午前中、県立翠ケ丘養護学校の生徒4名

と引率教諭1名が現場見学。

6月25日 現場の状況悪く作業は午後から。溝から

山茶椀等の遺物とともにスレートが出土。

最近の埋め戻しと確信する。暑さのため作

業能率上がらず。

6月27日 降雨のため土が重く、攪乱溝の掘削に苦

労する。

7月2日 S E30から墨書山茶椀．漆塗りの木製椀

・加工痕のある束状の自然木出土。

7月3日 B地区の掘削完了。清掃後、写真撮影。

S E30から下駄・箸等の木製品出土。

7月5日 A地区写真撮影のため朝から清掃。天候

悪く、降雨のなか撮影完了。

7月10日 B地区の遺構実測開始。 SEの掘削を再

開。 SE30より墨書山茶椀・木製品出土。

7月11日 B 地区の遺構実測続き（坂倉・岡聡• 前

川嘉宏・筒井正明）。

7月15日 作業員最終日。 A地区遺構実測開始。ベ

ルコン• 発電機の撤収完了。

7月16日 一身田小学校6年生児童 112名と引率教

諭3名が現場見学。

7月17日 A地区の平板測量（坂倉•岡・筒井）。 SE

の断面実測。

7月18日 S E50重機による断ち割り。遺構実測図

のコサック（坂倉• 岡・船越重伸）。

7月19日 調査は本日ですべて終了。

7月22日 小屋・道具等を撤収。午後から津土木事

務所に引き渡し。

3 調査の方法

a 小地区設定について

今回の調査では、調査区内を 4m四方の枡目で切

ることによって小地区を設定した。南から数字、東

からアルファベットを付け、枡目の南東隅の交点を

その地区の符号とした。 A・B地区は、道路センター

杭のラインを基準に、 C地区については、地下道既

設部分の国土座標と調査区北端に設けた杭を結ぶ基

準線を 4m間隔で切ることによって小地区を設定し

-2-

た。なお、この小地区設定は国土座標軸とは無関係

である。

b 遺構図面について

調査区の平面図は1/20で作成している。また、井

戸などの遺物を伴うような遺構は、個別に1/10の実

測図を作成したものもある。

c 文化財保護法等に関する諸通知

文化財保護法（以下、法）等にかかる諸通知は、

以下により文化庁長官等あてに行っている。

・法第57条の3第1項（文化庁長官あて）

平成8年4月23日付道建第 597号（県知事通知）

・法第98条の2第1項（文化庁長官あて）

平成8年4月1日付教文第 205号（県教育長通知）

・遺失物法にかかる文化財発見・認定通知（津警察

署長あて）

平成8年10月1日付教埋第 31-22号（県教育長通知）

4 遺跡の名称について

当遺跡は、主要地方道津関線県単道路改良工事の

事業照会の回答を受けた当センターが、平成 2年度

に実施した分布調査によって新たに発見した。遺跡

範囲は、津市大里窪田町字大垣内のほかに字池の下・

平尾前まで広がるが、大部分を字大垣内が占めるた

め、第 1次調査ではその名称を「大垣内遺跡」とし

た。しかし、津市内には高茶屋に同名の遺跡が存在

すること、県内にも字「大垣内」が多数存在するこ

とから、単純に遺跡名に字名を冠することによって

混乱を招く恐れがあると考えられた。そこで、第 2

次調査開始にあたり「窪田大垣内遺跡」と改称し以

後これを使用する。



II 
位置と歴史的環境

位置

津市は、三重県の北中部地域に広がる伊勢平野の

ほぼ中央部に位置する。東は伊勢湾を望み、北は安

芸郡河芸町・鈴鹿市・亀山市、西は安芸郡芸濃町・

美里村・安濃町、南は一志郡三雲村・香良洲町・久

居市と接する。市の西部には丘陵地が広がり、海岸

沿いの東部には志登茂川・安濃川・岩田川等の河川

によって形成された沖積地が広がる。「津」の地名は、

中世に最盛期を迎えた港町「安濃津」に由来する。 1

安濃津は、博多津（現在の福岡市） ．坊津（現在の

鹿児島県）と並び「三津」といわれ中世の日本を代

表する港町であったが、明応 7(1498)年の地震と津

波によって潰滅的な打撃を受けたと伝えられる。

窪田大垣内遺跡(1)は、津市大里窪田町字池ノ下・

平尾前に所在し、志登茂川と安濃川に挟まれた丘陵

から南東に派生する丘陵の東端部に位置し、標高は

14-----16mである。現況は水田・工場跡地であり、南

東の毛無川の方向に緩やかに傾斜している。調査区

の西には近世に造られた大沢池があり、周辺の水田

の水甕として重要な役割を果たしている。なお、現

在の窪田の集落は調査区の北東方向に位置し、この

丘陵の北裾を走る県道津関線（通称伊勢別街道）沿

いに東西に細長く連なっている。 2

2 歴史的環境

近年の発掘調査の成果により、志登茂川流域の歴

史は徐々に明らかになりつつある。特に大里窪田町

地内では、一般国道23号線中勢道路建設・主要地方

道津関線道路改良事業に伴う事前の発掘調査によっ

て、当地の歴史を解明する上で重要な発見が相次い

でいる。本来ならば志登茂川流域の歴史的環境を時

代順に述べるべきであるが、ここでは「窪田」周辺

を中心に述べたい。

第 1図 遺跡位置図 1:50,000 (国土地理院「津東部」「津西部」「白子」「椋本」 1:25,000より）

-3-





旧石器時代～縄文時代

旧石器時代の遺跡は、現在のところ確認されてい

ない。ただし、東浦遺跡(2)3から出土の木葉形尖頭器

は、旧石器時代から縄文時代草創期のものであり、

周辺に当該時期の遺跡が存在する可能性がある。縄

文時代の遺跡としては、川北遺跡(3)4• 睦合遺跡(4)な

どがあげられるが、後期の土器片が出土している程

度であり顕著なものはなかった。しかし、大里西沖

遺跡(5)5では中期末葉の竪穴住居が確認され、小谷C

遺跡6からも中期の土器が出土している。

弥生時代

この時代に入ると、当地周辺の遺跡は急激に増加

する。安濃川流域には、拠点集落である納所遺跡(6)7

があり中期に最盛期を迎える。また、中期後半には

見当山丘陵上に長遺跡(7)8が出現し、 20 0棟以上の

竪穴住居を中心とする大集落が形成された。このよ

うな人々の活発な活動が展開された安濃川流域に比

べると、志登茂川流域の遺跡の展開は顕著でなく、

山田井遺跡(8)・向沖遺跡(9)などの後期の遺跡が知ら

れている程度である。

古墳時代

この時代の遺跡では、川北遺跡や六大A遺跡(10)9

が注目される。川北遺跡からは、 70棟以上の前期の

竪穴住居が確認されている。六大A遺跡では水辺の

祭祀が行われていたことを示す遺構が確認され、そ

こからは初期須恵器・韓式系土器・祭祀用木製品・

滑石製模造品などが大量に出土している。これは、

当地に強力な地域首長が存在したこと、当時の伊勢

地方に於いていち早く大陸文化を取り入れた地域で

あったことを示唆しており注目を集めている。

古代

古代律令制下、当地は奄芸郡に属した。平城宮出

土の木簡に「久菩多里」とあり、 8世紀初頭には当

地が律令国家の下部組織として、中央に組み込まれ

ていたことが窺い知れる。窪田大垣内遺跡10 • 六大A

遺跡・六大B遺跡(11)11・橋垣内遺跡(12)12• 安養院跡(13)13

などの遺跡には、官術的な建物と考えられる大型の

掘建柱建物などの遺構や緑釉陶器・円面硯・獣足硯．

和銅開弥・石帯などの遺物が確認されている。特に

六大B遺跡では、多くの掘建柱建物が比較的規則性

を持って建てられていたことが確認されており、当

第3図調査区位置図 1 : 2,000 

-5-



地が古代奄芸郡の中心として機能していたことは間

違いない。

中世

この時期には、安濃川河口付近に形成された港町

安濃津が最盛期を迎える。安濃津は、明応 7(1498)

年の大地震による津波で壊滅するまで、当時の太平

洋沿岸における海運の中心的な都市であり「三津」

のひとつに数えられた。平成8年(1996)年には、そ

の一部が発掘調査され貴重な成果が得られた。14

中世には各地で荘園が形成され、窪田周辺一帯は

窪田荘に比定されているものの、その成立時期につ

いては不明な点が多い。しかし、鎌倉時代には確実

に存在しており、摂関家領であったことが確認され

ている。”また、窪田の北方には川北城跡(2沢があり、

鎌倉時代の有力在地領主層の大規模な屋敷と考えら

れる遺構が確認されている。伊勢地方において、こ

のような大規模な屋敷地が明確に確認されている所

は他にない。このことからも、中世における当地も

重要な位置にあったことが窺える。

中世後期には、北長野（現・美里村）に本拠を置

＜註＞

l 伊藤裕偉「安濃津」（三重県埋蔵文化財センター、

1997年）。

2 『大和街道・伊勢別街道・伊賀街道」（三重県

教育委員会、 1984年）。

3 小林秀「東浦遺跡」（「東浦遺跡・椋本南方遺跡

ほか」三重県埋蔵文化財センター、 1993年）。

4 萱室康光「川北遺跡・川北城址調査概要」

（『三重の古文化」 52、1984年）、萱室康光『川北

城跡発掘調査概報」第1次調査（津市教育委員会、

1981年）。

5 伊藤裕偉「大里西沖遺跡」（『平成3年度農業基

盤整備事業地域埋蔵文化財発掘調査報告ー第1分

冊ー」三重県埋蔵文化財センター、 1992年）。

6 清水正明「小谷C遺跡」（『東浦遺跡・ 椋本南方

遺跡ほか」三重県埋蔵文化財センター、 1993年）。

7 伊藤久嗣ほか『納所遺跡」（三重県教育委員会、

1980)。

8 池端清行「長遺跡」（「一般国道23号線中勢道路

埋蔵文化財発掘調査概報vm」、三重県埋蔵文化財

センター、 1996年）。
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く国人領主• 長野工藤氏の領域内にあった。工藤氏

は領域内各地に城館を築いており、窪田周辺には上

津部田城(14)17・峯治城(15)18などがある。工藤氏は、安

濃津にも触手を伸ばしており、 15世紀中葉にはその

代官職を一時的に神宮から横領するという事態も起

こしている。19 また、南伊勢を領域とする北畠氏とも

再三対立するが、 16世紀後半には北畠氏の支配下に

入ったようである。しかし、永禄年間の織田信長の

伊勢侵攻により織田氏に摂取され、信長の弟・信包

を養子に迎えたことで、工藤氏の支配は事実上の終

焉を迎える。

近世

その後、織田氏・富田氏の支配を経て、 17世紀初

頭の藤堂氏入部によって、幕藩体制下に置かれるこ

ととなる。窪田は、伊勢別街道が通過する交通の要

衝となった。宿場が設けられ、伊勢参宮の人々で賑

わいをみせた。現在も、街道沿いに古い民家や道中

安全を祈る常夜燈が残り、往時の繁栄ぶりが偲ばれ

る。

9 穂積裕昌ほか「六大A遺跡」（『一般国道23号線

中勢道路埋蔵文化財発掘調査概報vm」、三重県埋

蔵文化財センター、 1996年）。

10 平成5年度三重県埋蔵文化財センター調査。

11 村木一弥「六大B遺跡 (B~F地区）」（『一般

国道23号線中勢道路埋蔵文化財発掘調査概報w」
三重県埋蔵文化財センター、 1992年）。

12 平成4年度三重県埋蔵文化財センター調査。

13 萱室康光ほか『安養院跡発掘調査報告」（津市

教育委員会、 1990年）。

14 註1文献に同じ。

15 稲本紀昭「伊勢国における北条氏一門領」

（『ふびと」 38号、三重大学歴史研究会、 1981年）。

16 註4文献に同じ。

17 萱室康光ほか『上津部田城址発掘調査報告j

（津市教育委員会、 1989年）ほか。

18 田中久生『峯治城跡発掘調査報告J(三重県埋

蔵文化財センター、 1991年）。

19 伊藤裕偉「中世の港湾都市・安濃津に関する覚

書」（『ふびと」 49号、三重大学歴史研究会、

1997年）。



m
 

調査の成果

1 基本的層位及び地形

今回の調査地は標高14-16mの丘陵裾部分に相当

する。全体が南の毛無川に向かってゆるやかに傾斜

している。調査区は大きく 3ケ所に分かれている。

ほぽ全面にわたって最近の改変を受けており、各調

査区ごとの層位にも違いがある。基本的には表土直

下が遺構検出面となる。

A地区 丘陵裾の現況水田部分。南に向かって緩

やかに傾斜する。この部分は、かつての水田改良に

よって削平を受けており、基本的に耕作土直下は固

い基盤層となる。一部には、丘陵側のレベルの高い

部分の地山を削った整地土が確認された。

B地区 丘陵裾の一段高い部分。最近まで食品加

工会社の工場用地であった。用地造成の際かなりの

改変を受けており、この地区も基本的に整地土直下

が遺構検出面となる。特に県道草生窪田津線に隣接

する部分では、僅か数cmの表土直下で遺構が検出さ

れた。

C地区 県道津関線を横断する地下道スロープ部

分。表面の砕石直下は分厚い盛土が lm以上ある。

その下は旧用水路等による攪乱が大部分を占め、遺

構の残りは悪かった。

A・B地区の境には、比高差約 1.5mの段差があ

る。調査の結果、 A地区の北半部で遺構が全く確認

されなかったことから、本来の丘陵裾部分は過去の

開墾によりカットされたものと考えられる。

2 遺構

今回の調査では、 A・B地区においては鎌倉時代

～室町時代を中心とした遺構を、 C地区では奈良時

代の流路跡を検出した。 1で述べたとおり、最近の

削平・攪乱が激しく、溝•井戸などの深く掘り込ん

だもの以外の遺構の残りは悪かった。この章では、

各地区で検出された主なものについて記述する。な

お、その他の検出遺構の概略については遺構一覧表

（第 1・2表）を参照されたい。

(1) A地区の遺構

この地区で検出された遺構には、溝・土坑•井戸・

掘立柱建物のほかにピットがある。以下にこの地区

で検出された主な遺構の概略を記す。

溝SD 1 幅約 0.6m、検出面からの深さは最深

部で約 0.4m。調査区中央東寄りをほぼ南北に流れ

る。北端で分岐し、北に延びる溝はやや細くなる。

この溝は南に向かうにつれ浅くなる。南端部では後

世の開墾による削平を受け、幅が広くわずかに窪む

程度となり調査区外に延びる。また、南端部では東

西に流れる溝SD19と切り合っている。 SD19との

関係について精査したが、確認できなかった。しか

し、 SDlとSD19はほぼ直角に交わる位置関係に

あり、調査区南端部で合流するものと思われる。こ

の埋土からは、 15世紀中葉の土師器鍋・羽釜、天目

茶椀等が出土している。

井戸SE2 調壺区中央南寄りで検出した。掘形

のプランはほぼ円形で、直径 1.3m、検出面からの

深さ 2.9mの素掘り井戸である。固い岩盤を掘り抜

いており、掘削後も一晩で lm程の水が溜まる状態

であった。埋土上層からは、図示できなかったが木

桶や、常滑産と思われる陶器の破片が出土している。

井戸SE3 SE2の北で検出した。南側は崩落

によってやや膨らむが、掘形のプランはほぼ円形で

ある。直径 1.6m、検出面からの深さ 2.6mの素掘

り井戸である。この井戸も固い岩盤を掘り抜いてお

り、掘削後も SE2同様の状態であった。底には水

溜め状の窪みがある。埋土中からは、鉄製のリング・

石製の硯・ 15世紀中葉の土師器鍋片が出土している。

土坑SK4 調査区中央西寄りで検出した。直径

2m、検出面からの深さ0.35mで、平面形が円形の

土坑である。土坑の中には大量の円礫が投棄されて

いた。それらの礫とともに13世紀中葉の山茶椀の破

片と山皿が出土している。

掘立柱建物SB10 調査区南東隅で確認した。東

西2間以上、南北3間以上の規模で、柱間は東西が

約2m、南北が約 2.2mである。大部分は調査区外

に広がっており、全体の規模は不明である。ピット

からの出土遺物はいずれも細片で厳密な時期は決定

できないが、おそらく中世のものであろう。

溝SD19 幅約 0.6m、検出面からの深さ約 0.1
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mの溝。調査区南端をほぼ東西に走り、東端は SD

1と合流する。水田開墾時にかなり削平を受けてお

り、掘削するとわずか数cmで底に達した部分もあっ

た。調査当時はSD19と別個の溝と認識していた S

D26も、本報告書からは同一の溝とする。埋土から

は、 SD1と同じ15世紀中葉の土師器鍋・羽釜など

が出土している。

溝SD29 B地区との境界近くで、幅約 0.5m、

検出面からの深さ 0.3m、延長 5mにわたって検出

した。両端は途切れ、その実態は不明であるが調査

のために撤去した農業用水路のルートとほぼ重なる

形で存在したものと推察される。茶褐色粘土を主と

する埋土からは、 15世紀中葉の土師器鍋・羽釜が出

土している。

井戸SE30 A地区北端部分で検出した。掘り形

◎ 

1゚0 

◎こ
SB

? I I I I I 

一a

のプランはだ円形で、長径 1.6m、短径 1.5m、検

出面からの深さ 1.9mの素掘り井戸である。この井

戸からは、墨書のある13世紀後半の山茶椀・山皿が

多数出土している。特に注目されるのは、「よねあり」

と墨書されたものが複数出土していることである。

その他にも墨痕の残る木簡・下駄・横櫛．漆椀．杓

子・箸などの木製品が出土している。また、埋土上

層からは先端を削った自然木が束状に出土している。

SE50 
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遺構番号 性格 時期 小地区・現場記号 特徴・ 形状・計測数値など

SDl 溝 室町 a5~d2 調査区内延長19m、最大幅 lm。SD19と直行する。区画溝か。

SE2 井戸 鎌倉 c3~d3 素掘り。直径1.3m,深さ2.9m。

SE3 井戸 室町 C 4 ~ C 5 素掘り。直径1.6m,深さ2.6m。

SK4 土坑 鎌倉 e 5 円形。

SK5 土坑 a3~b3 楕円形。

SK6 土坑 a2~b2 不定形。

SK7 土坑 S BlOの柱穴と判明したため抹消。

SK8 土坑 a 1 楕円形。

SK9 土坑 S BlOの柱穴と判明したため抹消。

SBlO 掘建柱建物 室町？ al~bl,a2 東西2間以上、南北3間以上。調査区外に広がる。

S D11 溝 a2~a3,b3 調査区内延長4m。幅 0.2m。

S D12 溝 al~bl 調査区内延長5m。幅 0.3m。SK14に切られる。

S D13 溝 b2~b3,c2 S D18と切り合う。ほぽ並行関係。

S K14 土坑 b 1 ~ b 2 落ち込み状。不定形。

S D15 溝 c3,d2~d3 延長4m、幅 0.2m。

S D16 溝 C 2 延長2m、幅 0.4m。SDl、SD13に切られる。

S K17 土坑 b2~b3 溝に近い形状。

S D18 溝 b2~c2 S D13と切り合う。ほぼ並行関係。

S D19 溝 室町 d2, e2, e3 ,f3, g4 削平を受け、僅かに窪む程度。 SDlと直行する。区画溝か。

S D20 溝 g 4 延長3m、幅 0.2m。SD19に切られる。

S K21 土坑 g4 不定形。 SD19に切られる。

S K22 土坑 c2~d2 不定形。落ち込み状。

S K23 土坑 e3~e4 隅丸方形に近い。

S E24 井戸 d 2 井戸であるが、途中何らかの理由で掘削を中止したものと思われる。

S K25 土坑 C 2 円形か。 SD13に切られる。

S D26 溝 室町 d2,e2~e3 S D19の続きと確認されたため抹消。

S D27 溝 f 3 ~ f 4 延長2m、幅 0.4m。

S E28 井戸 f 4 井戸であるが、途中何らかの理由で掘削を中止したものと思われる。

S D29 溝 室町 f 8 延長9m、幅 0.5m。大沢池からの用水路と重なる。

S E30 井戸 鎌倉 C 10~ C 11 素掘り。長径1.6m,短径1.5m,深さ1.9m。墨書土器、木製品多数。

S D31 溝 b 14~ b 15 延長 6.5m、幅 0.5m。調査区外に延びる。

S Z32 落ち込み 鎌倉 d 16~ e 16 落ち込み状。

S K33 土坑 室町 b 15 円形か。調査区外に広がる。

S D34 溝 a 14~ b 13 延長7m、幅lm。調査区外に延びる。

S D35 溝 C 16 延長 3.5m、幅 0.5m。調査区外に延びる。

S K36 土坑 e 15~ e 16 不定形。

S K37 土坑 鎌倉 c15,16・d15 方形。竪穴住居跡に似る。

第 1表遺構一覧表(1)
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遺構番号 性格 時期 小地区・現場記号 特徴・ 形状・計測数値など

S D38 溝 d 15 延長3m、幅 0.3m。SD44に切られる。

S D39 溝 抹消。

S D40 溝 抹消。

S D41 溝 d 15~ d 16 延長3m、幅 0.3m。SZ32、SK37に切られる。

S D42 溝 d 15 延長3m、幅 0.4m。SD44を切る。 SD46と合流。

S K43 土坑 d 15 S D44に切られる。

S D44 溝 鎌倉 d 15~ d 16 L字型。 SD38・41・42に切られる。

S D45 溝 d 15, e 14・15 延長4m、幅 0.5m。SD44と直交。

SD46 溝 d 14~ d 15 S D44と並行関係。

S D47 溝 S D44と同一の溝と判明し、抹消。

SD48 溝 抹消。

S Z49 落ち込み 抹消。

S E50 井戸 室町 g 12 素掘り。長径2.8m,短径1.9m,深さ4.2m。

S K51 土坑 抹消。

S E52 井戸 鎌倉 b 11 素掘り。長径2.6m,短径2.3m,深さ0.8m。削平のため浅い。

e 12~14、 f12 

S D53 溝 鎌倉
~17、g14~16、 二股に分かれる。幅約4m.
h 16・17、i16・ 
17 

S D54 流路 奈良 C地区北端部 北西～南東方向に流れる。

第2表遺構一覧表(2)

井戸SE52 S E30の東側で検出した。掘形のプ

ランは不定形で、平面形は台形状である。長径約2.6

m、短径約 2.3m、検出面からの深さ 0.3mである。

底の南寄りには深さ 0.5mの水溜状のピットがある。

この部分も後世の削平を受けており、底の部分だけ

がかろうじて残ったものであろう。この井戸からは、

「久」と墨書のある13世紀中葉の山茶椀・山皿などが

出土している。

(2) 8地区の遺構

この地区では、井戸・土坑・溝・ピットを検出し

た。前述のようにB地区はかつての工場跡で、削平・

攪乱が激しく遺構の残り具合は悪かった。以下にこ

の地区で検出された主な遺構の概略を記す。

井戸SE50 調査区西壁近くで検出した。掘形の

プランは楕円形で、長径 2.8m、短径 1.9m、検出

面からの深さ 4.2mである。途中までは人力で掘削

したが、かなり深いことが予想されたため最終的に

は重機で断ち割った。底付近の埋土から曲物の破片

-14-

が出土した以外には、 15世紀代の土師器・陶器の細

片が若干出土したのみである。

溝SD53 調査区の中央を北西から南東に延びる

溝である。途中、北からの溝が合流する。赤褐色土

に大礫が混入した非常に固い埋土で、上層にはスレー

ト・コンクリート片・鉄筋なども混入していた。尾

張型第6・7型式の山茶椀・山皿、青磁などの中世

の遺物が出土したが、前述のような状況から攪乱溝

と判断し、全面掘削は行わなかった。平成 9年 3月

に実施した隣接地の試掘調査で、北から合流する溝

の上流部と考えられる溝状の遺構が確認されたため、

本書では溝として報告する。平成 9年度には、隣接

地の調査が予定されており、遺構の正しい性格付け

はその結果を待ちたい。

(3) C地区の遺構

この地区は、旧用水路の工事や地下道建設による

攪乱が激しく、奈良時代の流路跡と若干のピットを

検出したのみである。



流路跡S054 調査区北端を横断する形で検出し

た。幅約 3m、検出面からの深さ 0.3m。埋土から

は、 8世紀末の土師器高杯の脚柱部分、須恵器杯蓋・

壺などが出土している。

3 遺物

今回の調査で出土した遺物は、コンテナバットに

換算して54箱であった。

以下に、それぞれの遺物についての概略を記す。

なお、各遺物の型式・編年観に関して山茶椀は藤澤

良祐氏の、南伊勢系土師器は伊藤裕偉氏の見解に拠っ

ている計また、古瀬戸の編年に関しては「古瀬戸を

めぐる中世陶器の世界～その生産と流通～」 2 を参考

にした。個々の遺物の詳細については、遺物観察表

（第4表～第6表）を参照されたい。

(1) 土器類・金属類・石製品等

S D 1出土遺物 (1-8) 

1は、南伊勢系の土師器皿。 2は、古瀬戸後期の

天目茶椀。 3-6は土師器鍋、 7は羽釜である。土

師器はいずれも南伊勢系で、伊藤編年の第 3段階 c

型式に並行する。 8は瓦質風炉で、透かし部分がわ

ずかに残る。いずれも15世紀中葉頃のものである。

SE 3出土遺物 (10-13)

12は鉄製のリングであるが、その用途は不明であ

る。一部肥厚する部分が接合部であると思われる。

13は石製の硯である。一部が欠損しており、全長は

不明である。中央部分は、度重なる使用によって窪

んでいる。共伴する南伊勢系の土師器鍋は第 3段階

c型式に並行することから、これらも15世紀中葉の

ものであろう。

SK4 出土遺物 (14• 15) 

14・15のみ出土した。 15の底部には「久」と思わ

れる墨書がある。いずれも藤澤編年の尾張型第 6型

式に相当し13世紀中葉のものである。

S D 19・29出土遺物 (16-21)

いずれも南伊勢系土師器の第 4段階b型式に並行

するもので、 15世紀中葉のものである。

S E30出土遺物 (21-42)

22-27は、底部にひらがなで「よねあり」と墨書

されている。 22は山皿、 23-26は山茶椀、 27は破片

で器種不明である。これらは、ほとんどが未使用の

ものである。 26は、高台剥離後に墨書されている。
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28----33は、その他の墨書土器である。 28は墨痕が非

常に薄く不鮮明であるが、紋様のようである。 29は

「乙法師」。 30は「士」あるいは「十一」。 31は記号か。

32は火にかけられたらしく、内外面に煤・炭化物が

付着しており、墨書は不鮮明ではあるが「菊」と読

める。 33は、割れ目部分に僅かに墨痕が認められる。

その他にも、陶器・土師器・青磁・木製品類がま

とまって出土している。 34----39は山皿・山茶椀であ

る。 36も、 32と同様に火にかけられた痕跡を残す。

40・41は山茶椀質の片口鉢。 42は常滑産の甕底部。

43・44は南伊勢系土師器である。 45----48は青磁椀で

ある。いずれも破片であるが、蓮弁紋を削り出し後

に施釉されており、龍泉窯系の輸入陶磁であろう。

山皿・山茶椀は尾張片第6・7型式で、 13世紀後半

のものである。その他の土器類も、概ねその範疇に

含まれよう。

S E52出土遺物 (55-61)

55----60は、山皿・山茶椀である。そのうち、 55----

59はいずれも底部に墨書が認められる。 55・56は、

「久」と墨書されている。また、 56の側面には紋様状

の墨痕も認められる。 57は「乙法師」か。 58は底部

破片のみ。薄い墨痕が認められるが、意味は不明で

ある。 59は「十」か。いずれも藤澤編年の尾張型第

6型式に相当する。 61は、内面に自然釉のかかる器

種不明の須恵器の高台。ほかの遺物から見てイレギュ

ラーであり、おそらく混入品であろう。 61以外の遺

物は、 13世紀中葉のものである。

S D53出土遺物 (62-82)

62----70・72----75は、藤澤編年第 6・7型式に相当

する山皿・山茶椀。 71は灰釉陶器皿で、口縁部の一

部を欠くが4方向に輪華をもつ。折戸53号様式に属

し、 10世紀中葉のものである。ほかの遺物から見て

イレギュラーであり、おそらく混入品であろう。 76

----79は青磁椀。 78・79は、蓮弁紋を削り出した後に

施釉されており、龍泉窯系の輸入陶磁であろう。 80

は常滑産の壺。 81は南伊勢系土師器鍋の第 2段階に

並行する。 71を除き、 13世紀後半のものである。 82

はガラス玉。調査区に隣接する丘陵上の管ケ谷古墳

群からの流れ込みであろう。

S D54出土遺物 (83-85)

83は須恵器杯蓋。 84・85は須恵器長頸壺。 84の頸



部下半から体部は完形、 85は上半に 2条の沈線を巡

らす頸部のみ。これらは、 8世紀末のものである。

Pit. 出土遺物

86は、 e-16Pit3・Pit9から出土した。古瀬戸後期

の折縁深皿で、 15世紀中葉のものである。

包含層出土遺物 (87-100)

大部分が中世土器類である。しかし、若干の須恵

器 (94・95)・埴輪片 (97) も出土している。これら

も82同様に流れ込みか。 96は瓦質火鉢片。焼成が不

十分で、色調は赤味がかった肌色である。 2条の凸

帯の間に菊花条のスタンプを 3個単位で押す。 99は

天目茶椀の高台を利用した加工円盤、 100は土錘で

ある。

(2) 瓦類 (101・102)

瓦類は、遺構検出中及びSE30・52、SD53から

出土している。ほとんどが破片で、図示できるもの

は少ない。

101は、重弧文軒平瓦の瓦当部である。表土掘削中

に出土した。周辺の発掘調査でも古代瓦が出土して

いることから、周辺に古代寺院が存在したことを窺

わせる。その特徴から 7世紀後半のもので、津市で

出土した瓦の中では最古の部類に入るものである。

102はSE52出土の丸瓦で、玉縁が僅かに残る。燻し

がかかった表面は銀色味を帯び、凸面には縄叩痕、

＜註＞

1 藤澤良祐「山茶椀研究の現状と課題」（『研究紀

要」第3号、三重県埋蔵文化財センター、 1994年）

および伊藤裕偉「中世南伊勢系の土師器に関する

一試論」（『Miehistory」Vol.1三重歴史文化研

究会、 1990年）。
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凹面には布目が認められる。共伴する土器から、 13

世紀中葉のものであろう。

(3) 木製品 (103-109)

S E30からまとまって出土した。 103は、加工部材。

部分的に欠損しており、全長は不明である。端部に

切り込みがあり、幅が狭くなった部分にほぼ正方形

のほぞ穴を空ける。その横には、斜めに貫通する釘

穴状の小穴がある。また、片面には幅約 2cmの溝状

の窪みがある。井戸枠に使用されていた板の可能性

がある。 104・105は木簡。どちらも先端部側面に鋸

歯状の刻みがある。 104には、かすかに墨痕が認めら

れる。 106は横櫛。途中で折れており、歯も一部欠け

ている。全長は不明であるが、幅は約3.4cmである。

107は杓子。出土した時点では、 7つに分裂していた

が、ほぼ完全に復元できた。実測図の向かって右側

の先端部側面は、度重なる使用によって磨滅してい

る様子が観察できる。 108・109は下駄。 108はやや小

振りで子ども用か。 109は鼻緒穴の部分が欠損してい

る。

この他にも、図示できなかったが漆器椀・箸・板

片・先端に加工痕のある自然木が出土している。

(4) その他の遺物

検出中・遺構掘削中に石鏃が出土した。おそらく

縄文時代のものであろう。

2 「古瀬戸をめぐる中世陶器の世界～その生産と

流通～」（財瀬戸市埋蔵文化財センター設立 5周

年記念シンポジウム資料集、瀬戸市教育委員会・

財瀬戸市埋蔵文化財センター、 1996年。）
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No. 実測No. 器種 ャ取上時名 称のげり 法量 (cm) 調整・技法の特徴 胎土 焼成 色調 残存度 備 考

1 029-07 土師器皿 SD 1 SDl 
口： 8.6 外内 ：ナデ やや

並 翌 口： 1/4 南伊勢系
高： 2.0 ：ナデ 密

2 OU-02 陶器椀 SDl SDl 
口： 12.1 外内 ：ロクロナデ、鉄釉、削出高台 やや

良
黒 口： 1/3 

天目茶椀
高： 6.8 ：ロクロナデ、鉄釉 密 にぶい褐 底：完形

3 032-02 土師器鍋 SDl SDl 口： 22.0 
外：ヨコナデ、ハケメ

粗 並
にぶい褐

口： 1/4弱 南外伊面煤勢付系着
内：ヨコナデ、ナデオサエ 灰白

4 014-01 土師器鍋 SDl SDl 口： 26.0 外内
：ヨコナデ、ハケメ、ケズリ やや

並 浅黄橙 小片
外面煤付着

：ヨコナデ、エ具ナデ、ケズリ 粗 南伊勢系

5 032-03 土師器鍋 SD 1 SDl 口： 32.0 外内 ：ヨコナデ、ハケメ 粗 並
にぶい黄褐

口： 1/8強 南伊勢系
：ヨコナデ、ナデオサエ 浅黄橙

6 026-03 土師器鍋 SDl SDl 口： 30.0 
外：ヨコナデ、ハケメ

粗 並 灰浅黄白橙 口： 1/8 南伊勢系
内：ヨコナデ

7 015-01 土師器羽釜 SDI SDl 口： 33.5 
外：ヨコナデ、鍔貼付後ナデ、ハケメ やや

並 浅黄橙 口： 1/4 南伊勢系
内：ヨコナデ、ナデ 粗

8 008-04 
瓦質土器

SDl SDl 不明 外内 ： ナデ やや
並
灰白

小片
風炉 ：ナデ 密 灰

9 030-02 陶器瓶 SE2 SE2 口： 43.6 外内 ：ナデ 粗 並
灰褐

口： 1/8弱 常滑産
：ナデ、ナデオサエ 褐灰

10 007-03 陶器椀 SE3 SE3 底： 3.3 外内 ：ロクロナデ、
糸切痕 やや

並 灰白 底： 1/3 底山部茶に椀墨書あり：ロクロナデ 粗

11 029-06 土師器鍋 SE3 SE3 
小片の為 外内 ：ヨコナデ、ハケメ やや

並
灰黄褐

小片
口径不明 ：ヨコナデ 粗 にぶい黄褐

12 029-08 
金属製リン

SE3 SE3 外内径径 ： 2.6 鉄製。接合部はやや膨らむ。 完存
グ : 2.1 

13 032-01 石製硯 SE3 SE3 残幅長： 5.6 中央部は、磨滅によって窪む。
上：黄灰

2/3 
: 3.5 下：灰

14 010-02 陶器皿 SK4 SK4 
口： 8.3 外内 ：ロクロナデ、糸切痕、一部自然釉 粗 良 灰白 ほぽ完形 山皿
高： 2.0 ：ロクロナデ

口： 14.6 
外：ロクロナデ、高台貼付後ナデ、底

やや 口： 1/暉： 底山茶部椀墨書ある15 021-02 陶器椀 SK4 SK4 
高： 5.5 

部糸切痕
粗
並 灰白 1/3 

内：ロクロナデ が不明瞭

16 020-02 土師器鍋 SD19 SD19 口： 30.6 外内
：ヨコナデ、ハケメ、粘土接合痕 やや

並 灰白 口： 1/8 
外面煤付着

：ヨコナデ、ナデ 粗 南伊勢系

17 021-01 土師器羽釜 SD19 8D19 口： 22.6 
外：ヨコナデ、鍔貼付後ナデ やや

並 灰白 口： 1/8 南伊勢系
内：ヨコナデ 粗

18 020-03 土師器鍋 SD29 SD29 口： 24.5 外内 ：ヨコナデ、ナデ
やや
並
灰白 口：わずか 外面煤付着

：ヨコナデ、ナデ 粗 淡橙 に残る 南伊勢系

19 013-01 土師器鍋 SD29 SD29 口： 34.0 
外内 ：ヨコナデ、ハケ後ナデ、ハケメ やや

並 浅黄橙 小片 外面煤勢付系着
：ヨコナデ、ナデ 粗 南伊

20 001-01 土師器羽釜 8D29 SD29 口： 25.5 
外：ヨコナデ、鍔貼付後ナデ やや

並 浅黄 口： 3/4 
外面煤付着

内：ヨコナデ、オサエ 密 南伊勢系

21 020-01 土師器羽釜 8D29 8D29 口： 31.5 
外：ヨコナデ、鍔貼付後ナデ やや

並 悶 口： 1/7 南伊勢系
内：ヨコナデ 粗

口： 8.3 
外：ロクロナデ、口緑部施釉、底部糸

やや
山皿

22 006-01 陶器皿 SE30 SE30 
高： 2.0 切内痕：ロクロナデ 粗

並 灰白 ほぼ完存 底部墨書「よ

ねあり」

外：ロクロナデ、貼付高台、籾殻痕 やや
山茶椀

23 006-02 陶器椀 SE30 SE30 台： 6.0 
内：ロクロナデ 粗

並 灰白 底部完存 底部墨書「よ

ねあり」

24 007-02 陶器椀 SE30 SE30 台： 6.3 外内 ：ロクロナデ、
糸切痕 やや

並 灰白 底： 2/3 底山茶部椀墨書 「よ
：ロクロナデ 粗

ねあり」

口： 15.3 
外：ロクロナデ、高台貼付後ナデ、底 山茶椀

25 004-04 陶器椀 SE30 SE30 
高： 5.2 部内糸切痕、籾殻痕

粗 良 灰白 ほぼ完存 底部墨書「よ

：ロクロナデ、ナデ ねあり」

口： 12.6 
外：ロクロナデ、高台貼付後ナデ、底 山茶椀

26 004-01 陶器椀 SE30 SE30 
高： 5.25 部内糸切痕、籾殻痕

粗 良 灰白 ほぼ完存 底部墨書「よ

：ロクロナデ、ナデ ねあり」

27 024-04 陶器 SE30 SE30 不明 外内 ：糸切痕 やや
並 灰白 底部破片

底部墨書「よ

：ナデ 密 ねあり」

口： 8.6 
外：ロクロナデ、口縁部施釉、底部糸

やや
山皿

28 007-01 陶器皿 SE30 SE30 
高： 1.7 切内痕：ロクロナデ 粗

並 灰白 口： 7/8 
底が判部読墨で書きあずる

外：ロクロナデ、高台貼付後ナデ、底
やや 底部ほぼ完 底山茶部椀墨書 「乙29 006-04 陶器椀 SE30 SE30 底： 7.0 部内糸切痕 粗
粗 灰白

存
：ロクロナデ 法師」

第3表出土遺物観察表(1)
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t≪i 実測ぬ 器種 遺:取上峙名 称のげり 法量 (cm) 調整・技法の特徴 胎土 焼成 色調 残存度 備 考

外部系・ロクロナデ、高台貼付後ナデ、底
やや

山茶椀

30 006-05 陶器椀 SE30 SE30 台： 7.0 切痕
粗
並 灰 底： 1/3 底「部墨書

内：ロクロナデ 士？」

口： 12.7 外内 ：ロクロナデ、糸切痕 やや
山茶椀

31 004-02 陶器椀 SE30 SE30 
高： 4.0 ：ロクロナデ 粗

良 灰白 ほぼ完存 歪み大
底部墨書

口： 14.2 
外：ロクロナデ、高台貼付後ナデ、底

やや 口： 1/8底
山茶椀

32 005-01 陶器椀 SE30 SE30 
高： 5.5 部内糸切痕 粗

良 灰白
部完存 底「部菊墨」書

：ロクロナデ

外：ロクロナデ、高台貼付後ナデ、底
やや 山茶椀

33 007-04 陶器椀 SE30 SE30 台： 5.7 部内糸切痕 粗
並 灰白 底： 1/2 

底部墨書あり
：ロクロナデ

34 010-01 陶器皿 SE30 SE30 
口： 7.4 外内 ：ロクロナデ、糸切痕

粗 良
灰白

ほぼ完形 山皿
高： 1.4 ：ロクロナデ、施釉 オリープ灰

口：13.4 外部内糸：：ロクロナ殻デ痕、高台貼付後ナデ、底 やや 口： 2/3 
山茶椀

35 009-01 陶器椀 SE30 SE30 
高： 4.8 

切痕、籾
密
良 灰白

底：完形
内面に墨付着

ロクロナデ、ナデ、自然釉

口： 14 外ぞ・ロクロナデ、高台貼付後ナデ、底 やや 黄灰 口： 3/4 
36 009-02 陶器椀 SE30 SE30 切痕、籾殻痕 並 山茶椀

高： 5
ロクロナデ、自然釉

粗 褐灰 底： 1/2 

口： 13.0 籾外内殻・：痕ロロクロナデ、 糸切痕、 貼付高台に
37 027-02 陶器椀 SE30 SE30 

高： 5.4 
粗 並 灰白 口： 2/5 山茶椀

クロナデ

口： 13 外部内糸：：ロクロナ殻デ痕、高台貼付後ナデ、底 口： 1/2 
38 009-04 陶器椀 SE30 SE30 

高： 5.8 
切痕、籾 粗 良 灰白

底：完形
山茶椀

ロクロナデ、ナデ、自然釉

39 027-01 陶器椀 SE30 SE30 
口： 14.4 外：ロクロナデ、糸切痕、貼付高台 やや

並 灰白 口： 2/5 山茶椀
高： 5.3 内：ロクロナデ 密

40 012-01 陶器片口鉢 SE30 SE30 口： 22.5 
ロクロナデ、高台貼付後ナデ、ナデ やや

並 灰白 口： 1/3 外合痕面に粘土接
内：ロクロナデ 密

外：ロクロナデ、ロクロケズリ、削り
やや 内面に粘土接

41 011-03 陶器片口鉢 SE30 SE30 底： 12 出し高台
粗
並 灰白 底： 1/3 

合痕
内：ロクロナデ

42 011-01 陶器鉢 SE30 SE30 底： 20 外内 ：ナデ、鉄釉底部：砂痕
やや
並
褐灰

底： 2/3 
：ナデ、鉄釉 粗 にぶい褐

43 021-03 土師器皿 SE30 SE30 
口： 11.4 外内 ：ヨコナデ、オサエ やや

並 灰白 口： 1/6 
高： 1.5 ：ヨコナデ 粗

44 025-01 土師器鍋 SE30 SE30 口： 28 外：ヨコナデ内：ヨコナデ 粗
やや 明褐

口： 1/10 体南伊部煤勢付系着
不良 灰黒褐

45 022-07 磁器椀 SE30 SE30 
小片の為

外・内：ロクロナデ後施釉 密 並 明緑灰 小片
青磁

口径不明 輸入陶磁

46 022-06 磁器椀 SE30 SE30 
小片の為

外・内：ロクロナデ後施釉 密 並 オリープ黄 小片 輸青磁入陶磁口径不明

47 022-04 青磁椀 SE30 SE30 不明 外：ロクロナデデ後後施施釉釉 密 並
灰白

小片
青磁

内：ロクロナ 明緑灰 輸入陶磁

48 022-02 磁器椀 SE30 SE30 体部小片 外・内：ロクロナデ後施釉 密 並 灰オリープ 小片 青輸磁入陶磁

49 008-01 土師器皿 SZ32 SZ32 
口： 9.7 外内 ：ヨコナデ 密 並 肌色 口： 1/4 南伊勢系
高： 2.6 ：ヨコナデ、オサエ、ナデ

50 029-05 土師器羽釜 SK33 SK33 
小片の為 外内 ：ヨコナデ、ハケメ やや

並 灰白 小片 南伊勢系
口径不明 ：ヨコナデ 密

51 027-04 陶器片口鉢 SK37 SK37 底： 12.8 外内 ：ロクロナデ、一部ケズリ
やや
並 灰白 底： 1/3 

山茶椀質

：ケズリ 粗 高台剥離痕あり

52 013-02 土師器羽釜 8D44 SD44 口： 31.5 
外内 ：ヨコナデ、鍔貼付後ナデ、ハケメ

粗 並 にぶい橙 口： 1/8 
外面煤付着

：ヨコナデ、ナデ 南伊勢系

53 027-05 陶器椀 8D44 SD44 
口：14.0 外内 ：ロクロナデ、糸切痕、貼付高台 やや

並 灰白 口： 3/4 
山茶椀

高： 4.9 ：ロクロナデ 粗 渥美型

54 030-01 土師器鍋 SE50 SE50 口： 30.0 
外内 ：ヨコナデ、ハケメ及びオサエ やや

並 灰白 口： 1/8 南伊勢系
：ヨコナデ、オサエナデ 密

55 005-02 陶器皿 SE52 SE52 
口： 8.4 外内 ：ロクロナデ、糸切痕 やや

良 灰白 口： 7完/存8 山皿
高： 1.65 ：ロクロナデ、ナデ、重ね焼き痕 粗 底： 底部墨書「久」

山茶椀

口： 15.0 外：高台貼付後ナデ、デ糸（切痕、籾殻痕 やや 口： 1/4 底「部墨書あり
56 004-03 陶器椀 SE52 SE52 

底： 5.45 
内：ロクロナデ、ナ 指圧痕）、自然

粗
良 明紫灰

底： 2/3 
久」

釉 体部にも墨痕あ
るが判読不可能

外内 ：高台貼付後ナデ、糸切痕、籾殻痕 やや 底：ほぼ完
山茶椀

57 007-05 陶器椀 SE52 SE52 台： 5.5 
：ロクロナデ 粗

並 灰白
存

底部墨書「乙
法師」

第4表出土遺物観察表(2)
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No. 実測ぬ 器種 遺9取上時名 称のげり 法量 (cm) 調整・技法の特徴 胎土 焼成 色調 残存度 備 考

58 006-06 陶器椀 SE52 SE52 不明 外内 ：糸切痕 やや
並 灰白

底：わずか 墨痕あるが不

：ロクロナデ 粗 に残る 鮮明

外：ロクロナデ、高台貼付後ナデ、底
やや 底山「茶部椀墨書あり59 006-03 陶器椀 SE52 SE52 台： 6.8 部内糸切痕 粗 並

灰白 底： 1/3 
：ロクロナデ 十？」

外：ロクロナデ、糸切痕、貼付高台に
やや

60 005-03 陶器椀 SE52 SE52 底： 5.5 
籾内殻：痕ロクロナデ 粗

良 灰白 底部完存 山茶椀

61 026-01 
須恵器

SE52 SE52 底： 9.1 
外内 ：ロクロナデ、削り出し高台、施釉 粗 良 灰オリープ 底： 3/4 

器種不明 ：ロクロナデ、施釉

62 028-02 陶器皿 8D53 
攪乱 口： 8.1 外：ロクロナデ、糸自切痕 やや

並 灰白 口： 7/8 山皿
溝 高： 1.3 内：ロクロナデ、 然釉 粗

63 028-04 陶器皿 SD53 
攪乱 口： 7.9 外内 ：ロクロナデ、糸切痕 やや

並 灰白 ほぼ完形 山皿
溝 高： 1.2 ：ロクロナデ 粗

64 021-04 陶器皿 8D53 
攪乱 口： 8.4 外内 ：ロクロナデ、糸切痕 やや

並
灰白

口： 7/8 山皿
溝 高： 1.9 ：ロクロナデ、口縁部に施釉 粗 オリープ灰

65 021-05 陶器皿 8D53 
攪乱 口： 8.2 外：ロクロナデ、糸切痕 やや

並
灰白

完存 山皿
溝 高： 1.4 内：ロクロナデ、口縁部に施釉 粗 オリープ灰

66 029-01 陶器皿 SD53 
攪乱 口： 7.2 外内 ：ロクロナデ、糸切痕 粗 良 灰白 口： 1/4 山皿
溝 高： 1.6 ：ロクロナデ

67 029-03 陶器皿 SD53 
攪乱 口： 8.8 外内 ：ロクロナデ、糸切痕 粗 良 灰白 口： 1/4 山皿
溝 高： 1.5 ：ロクロナデ

68 028-05 陶器皿 SD53 
攪乱 口： 7.4 外内 ：ロクロナデ、糸切痕 やや

並 灰白 ほぼ完形 山皿
溝 高： 1.7 ：ロクロナデ 粗

69 021-06 陶器皿 SD53 
攪乱 口： 8.0 外内 ：ロクロナデ、糸切痕、施釉 やや

並 灰白 口： 5/8 山皿
溝 高： 1.55 ：ロクロナデ、施釉 粗

70 028-03 陶器皿 8D53 
攪乱 口： 8.3 外内 ：ロクロナデ、糸切痕 やや

並 灰白 ほぼ完形 山皿
溝 高： 1.8 ：ロクロナデ、自然釉 密

攪乱 口： 14.7 外：ロクロナデけ釉、ロクロケズリ、 ヨコ 浅黄 灰釉陶器皿
71 012-02 陶器皿 SD53 ナデ、漬けがナ 5回 密 並 ほぼ完存

溝 高： 3.1 
内：ロクロナデ、施釉、重ね焼き痕

灰白 折戸53号様式

72 028-01 陶器椀 8D53 
攪乱 口： 14.5 外内 ：ロクロナデ、糸切痕、貼付高台 やや

並 灰白 口： 1/3 山茶椀
溝 高： 5.2 ：ロクロナデ、自然釉 粗

閉 口： 13.7 
外：ロクロナデ、高台貼付後ナデ、糸

やや 口： 1/4 
73 009-03 陶器椀 8D53 

高： 5.2 切内痕：ロクロナデ、ナデ 粗
良 灰白

底： 1/2 
山茶椀

攪乱 口： 14.1 
外：ロクロナデ、糸切痕、貼付高台に

やや
74 027-03 陶器椀 SD53 

溝 高： 5.3 籾内殻痕 密
並 灰白 口： 3/4 山茶椀

：ロクロナデ

75 027-06 陶器椀 SD53 
攪乱 口： 15.5 籾外内殻：：痕ロクロナデ、糸切痕、貼付高台に やや

並 灰白 口： 1/2 山茶椀
溝 高： 5.7 

ロクロナデ
粗

76 024-03 磁器椀 8D53 
攪乱
不明

外：ロクロナデ、施釉
密 良 オリープ灰 小片

青磁
溝 内：ロクロナデ、施釉 輸入陶磁

77 022-03 磁器椀 8D53 
攪乱
不明

外内 ：ロクロナデ、沈線、施釉 密 並 灰白 小片
青磁

溝 ：ロクロナデ 輸入陶磁

攪乱
外：ロクロナデ、蓮弁紋削り出し、施

青磁
78 022-01 磁器椀 SD53 

溝
口： 17.1 

釉内：ロクロナデ、施釉
密 並 明緑灰 口： 1/8 

輸入陶磁

攪乱 口： 11.5 外：ロクロナ施デ釉蓮弁紋削り出し、削 口： 1/6 青磁
79 023-03 磁器椀 8D53 内り出し高台、 密 良 明緑灰

溝 高： 4.15 
：ロクロナデ、施釉

底： 1/2 輸入陶磁

80 029-04 陶器壷 SD53 
攪乱
口： 15.6 外・内：オサエ・ナデ後施釉 密 良

灰白
口： 1/4 常滑産

溝 オリープ黒

81 026-02 土師器鍋 SD53 
攪乱
口： 24.8 外内 ：ヨコナデ、ハケメ 粗 不良 浅浅黄黄橙 口： 1/4 南伊勢系

溝 ：ヨコナデ

攪乱 高幅 ： 0 . 5 他所からの混
82 025-03 ガラス玉 SD53 : 0.6 青緑 完形

溝
重： 0.19 

入

口： 12.8 
外内 ：ロクロナデ、ロクロケズリ やや

83 019-01 須恵器杯蓋 8D54 SDlOl 高： 3.2 並 灰白 1/3 
摘高： 2.6 

：ロクロナデ 密

84 019-02 須恵器壷 SD54 SD101 底： 5.7 
外：ロクロケズリ、ナデ やや

並 黄灰 底部完存
内：ロクロナデ 密

85 019-03 須恵器壷 SD54 SD101 頸長：9.0 
外：ロクロナデ、沈線 やや

並 灰白 頸部のみ
内：ロクロナデ 密

第5表出土遺物観察表(3)
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No. 実測ぬ 器種

” 
取上時名 称のげり 法量 (cm) 調整・技法の特徴 胎土 焼成 色調 残存度 備 考

e16 e16 
口： 33.3 

外：ロクロナデ、回転ヘラ切り、貼付
浅黄

86 012-03 陶器皿 p.3 p.3 
高： 9.3 

脚3 密 並
淡黄

口： 1/6 折縁深皿
p.9 p.9 内：ロクロナデ、ハケ塗り（灰釉）

87 024-06 土師器皿
検出 検出 口： 12.6 外：ヨコナデ やや

並 浅黄橙 口： 1/4 
中 中 高： 1.6 内：ヨコナデ 密

88 029-02 陶器皿
表土 表土 口： 7.6 外：ロクロナデ、糸切痕 やや

良 灰白 口： 3/8 山皿
掘削 掘削 高： 1.5 内：ロクロナデ 密

89 023-06 陶器皿
表土 表土 口： 8.8 外：ロクロナデ、糸切痕

粗 良
灰白

口.1/2 
掘削 掘削 高： 1.9 内：ロクロナデ、施釉 オリープ灰

90 023-05 陶器椀
表土 表土

底： 5.2 
外：ロクロナデ、削り出し高台 やや

良
灰白

底： 1/2 古瀬戸後期
掘削 掘削 内：ロクロナデ後施釉 密 にぶい黄橙

表土 表土 口： 13.1 
外：ロクロナデ、高台貼付後ナデ、糸

91 010-03 陶器椀 切痕、籾殻痕 粗 並 灰白 口： 1/8 山茶椀
掘削 掘削 高： 5.3 

内：ロクロナデ、ナデ、若干の自然釉

攪乱 口： 13.8 
外：ロクロナデ、高台貼付後ナデ、糸

やや
92 023-02 陶器椀 SKl 切痕、籾殻痕 並 灰白 口.1/8 山茶椀

土坑 高 ・5.3
内：ロクロナデ、ナデ、若干の自然釉

密

93 023-04 磁器椀
表土 表土

口： 13.3 
外内 ：ロクロナデ、蓮弁紋削出後施釉

密 良
明緑灰

口： 1/16 
青磁

掘削 掘削 ：ロクロナデ、施釉 灰白 輸入陶磁

94 024-05 須恵器杯身
表土 表土

口： 10 
外：ロクロナデ

粗 並
灰白

口： 1/4 
掘削 掘削 内：ロクロナデ 灰

95 024-01 須恵器杯身
表土 表土

口： 10.2 
外：ロクロナデ やや

並
灰白

口： 1/6 
掘削 掘削 内：ロクロナデ 粗 明青灰

96 008-03 
瓦質土器 検出 検出 外：ナデ、貼付凸帯、花状スタンプ やや

並 浅黄橙 小片
火鉢 中 中 内：ナデ 密

97 022-05 円筒埴輪
表土 表土 外：ナデ、貼付凸帯 やや

並 浅黄橙 小片
他所からの混

掘削 掘削 内：ナデ 粗 入

98 008-02 陶器鉢
表土 表土

底： 16.8 
外：ロクロナデ、ケズリ やや

並 浅黄橙 底.1/7 
掘削 掘削 内：ロクロナデ 密

99 024-02 磁器椀
表土 表土

底： 4.2 外内 ：ナデ、削出高台
やや
並
灰黄 高台部分完

加工円盤
掘削 掘削 ：ロクロナデ、施釉 密 赤黒 形

100 025-02 土師器土錘
検出 検出 残長： 2.5 

外：ナデ
やや
並 浅黄橙 小片

中 中 径.1.8 密

101 002-01 軒平瓦
表土 表土 長： 14.5 磨滅激しく、調整不明瞭。瓦当部に重

粗 不良 にぶい橙灰 破片
7世紀後半

掘削 掘削 厚 ・4.0 弧文が僅かに残る。

長： 20.5 
凸面：ヘラケズリ、縄叩目、燻し

玉縁部僅かに

102 003-01 丸瓦 SE52 SE52 幅： 16.2 並 良 暗灰 破片 残る。保存状

厚： 2.4 
凹面：布目、縄目、燻し

態良好。

残長・ 56
端部に腑穴。片面に、幅 2cmの溝状窪 井戸枠部材の

103 033-01 加工部材 SE30 SE30 幅： 8.1 
みあり。

破片
可能性あり。

厚： 2.2 

残長： 20 
端部に鋸状の刻目あり。片面に墨痕あ 祭祀関係か。

104 035-01 木簡 SE30 SE30 残幅： 3.0 
るが不鮮明で判読出来ず。

破片
スギ

厚： 0.3 

残長： 6.5 
祭祀関係か。

105 035-02 木簡 SE30 SE30 残幅： 2.5 端部に鋸状の刻目あり。 破片
厚： 0.4 

ヒノキ

残長： 4.5 
106 035-04 横櫛 SE30 SE30 残幅： 3.3 端部に鋸状の刻目あり。 破片 イスノキ

厚： 0.9 

全長：
杓の柄から見て左側面の磨滅が激しい。

107 036-01 杓子 SE30 SE30 杓幅：
右利きの人間が使用していた。

ほぼ完存 クロマッ

柄幅：

108 035-03 下駄 SE30 SE30 
残長： 9.7 109に比べやや小振り。僅かに鼻緒の穴

破片
残幅： 1.8 が残る。子ども用か。

109 034-01 下駄 SE30 SE30 
残長：18.0 前の歯はほぽ完存。後ろは若干残るの

2/3 コウヤマキ
幅： 8.4 み。鼻緒の穴の部分が割れる。

第6表出土遺物観察表(4)
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Wi 
結 語

今回の調査では、鎌倉時代～室町時代を中心とす

る遺構・遺物が確認された。最後に本報告書のまと

めとして、今回の調査で明らかになったことについ

て若干の考察を行いたい。

1 遺構について

前述のように、今回の調査区の遺構の残りは悪く、

明確に確認できたのは井戸等の深く掘り込まれた遺

構に限られた。井戸は、掘削途中で放棄されたと考

えられるものも含めて 7基が確認された。その内、

S E30・52からは藤澤編年第 6・7形式の山茶椀が

出土していることから、 13世紀中頃の範疇に入るも

のと考えられる。その他は、出土した土器片の口縁

部等の特徴から14-16世紀の範疇におさまるもので

あろう。いずれも固い粘土質の基盤層を掘り抜いた

素掘りの井戸で、石組み等は確認できなかった。底

部には、一部水溜状の窪みが確認されたが、曲物等

の施設は確認できなかった。宇野隆夫氏の分類のA

I類に相当するものであろう計この周辺は丘陵裾部

分で、もともと水利の悪い所であった。現在も、丘

陵間に入り込んだ谷を堰止めた溜池が各所に見られ

る。調査区周辺にも大沢池・嘉間池等の、近世に造

られた大規模な溜池がある。なお、調査終了後に実

施された本年度調査区西側の試掘調査の結果、 SD5 

3の上流部にあたる溝状の遺構が確認され、この谷の

奥に溜池等の灌漑施設が設置されていた可能性を示

唆している。

また、明確な建物跡は 1棟の確認に止まったが、

ほぽ東西、南北に走る溝と、それに囲まれるように

存在するピットの存在は、この丘陵裾に中世集落が

展開していたことを示唆している。第 1次調査のC

地区、 2 隣接する安養院跡3でも中世の遺構・遺物が

確認されており、今回の調査はそれを更に裏付ける

結果となった。なお、現在の窪田集落は伊勢別街道

沿いに立地しており、近世にこの街道ルートが成立

したことによって集落の中心が移動していったと考

えることもできよう。ただし、中世の街道ルートが

明らかになっていない現状では多くを語れない。

2 墨書土器について

最後に、 SE30出土の墨書土器について若干の考

察を行いたい。

これまでに県内各地の遺跡から、多数の墨書土器

の出土が報告されており、考古資料における数少な

い貴重な文字資料であることは異論のないところで

ある。県内出土の中世における墨書土器については、

小林秀氏が整理と類型化を試みておられる。 4 これに

よると、県内出土の中世の墨書土器は圧倒的に山茶

椀が多く、しかも墨書位置については大多数が底部

外面であり、これらは墨書の持つ意味と深い関係に

ある可能性が高い。また、墨書のパターンも「文字」

「記号」「花押」「絵」の大きく 4つに分類できるとさ

れている。その内「文字」については、更に(1)人名、

(2)数字、 (3)物品、 (4)身分的なものの 4つに分類でき

るとされている。

今回出土したものの内、 SE30から「よねあり」

と書かれたものが6点ある。県内出土の墨書土器で

類例を探した結果、蚊山遺跡左郡地区5 • 宮間戸遺

跡6 • 宮ノ前遺跡7などから「よね」と書かれたもの

が出土しているが、「よねあり」については出土例は

ない。「よね」については、小坂宜広氏によって人名

説は否定され、「よね＝米」として計量升代用の可能

性が示唆されている。s S E30から出土したものの大

半が山茶椀であるが、山皿に書かれたものもある。

また、「よねあり」と書かれているため、単に米とい

う物品を示したり計量升の代用として使用された可

能性は低い。前述の小坂氏の鎌倉時代の人名ではな

いとの論考もあるが、現在でも姓・名を略号的に使

用する例がある。中世文書の中でもこのような使用

例があり、仮に米田・米山等の「米」のつく苗字が

鎌倉時代まで遡るのであれば姓名の略の可能性も考

えられる。 9

ここで、「よねあり」の山茶椀類がSE30という特

定の遺構から集中出土したこと、ほとんどが未使用

品であることに注目したい。山茶椀類は、日常頻繁

に使用された器であり、通常は内面に使用痕が認め

られる。しかし、「よねあり」と墨書された山茶椀類
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は未使用品で使用痕が認められない。このことは、

これらが日常生活で使用されていなかったという有

力な証拠となる。また、これまでの各地の調査で井

戸から出土した墨書土器には、何らかの祭祀的・呪

術的意味を持つものが多く含まれることは周知の事

実である。そこで、「よねあり」が祭祀的・呪術的意

味を持つと仮説をたててみたい。それは、豊作を祈

る祭としての「よねあり」である。「よね」は、南伊

勢地方の当時の田畠売券に「米」を意味する語とし

て散見されており、これは「米」と考えて間違いな

いであろう。では、「あり」はどうであろうか。「あ

り」＝「在り」ならば、器のなかに米があるという

意味になる。また、「あり」＝「有り」ならば「富む」

という意味がある。したがって、仮に後者を採れば、

その年の豊作を祈念して「よねあり」と墨書した山

茶椀類を井戸に投棄する祭祀が存在したと仮定する

こともできる。しかし、他に出土例がなく情報量が

限定されている状況であり、多くを語ることはでき

ない。今後の調査による類例の増加と多方面からの

研究の進展を待ちたい。

＜註＞

1 宇野隆夫「井戸考」（『考古資料にみる古代と中

世の歴史と社会」、真陽社、 1989年）。

2 「大垣内遺跡発掘調査概要」（三重県埋蔵文化

財センター、 1992年）。

3 萱室康光ほか『安養院跡発掘調査報告」（津市

教育委員会、 1990年）。

4 小林秀「中世における三重出土の墨書土器につ

いて」（三重歴史文化研究会資料、 1997年）。

5 前川嘉宏ほか『近畿自動車道（勢和～伊勢）埋

蔵文化財発掘調査報告ー第6分冊ー」（三重県埋

蔵文化財センター、 1993年）。
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3 おわりに

以上、窪田大垣内遺跡の調査によって得られたこ

とを述べてきた。大きくは、当地を含む丘陵裾部分

に中世の集落が営まれていたということである。

最後に、今回の調査で得た反省点について少し述

べておきたい。調査当時、本書で報告した SD53に

ついては瓦礫等が多く混入しており、調査地が工場

跡であったため近・現代の攪乱による落ち込みと考

えて全面掘削は行わなかった。しかし、本調査後に

実施された隣接地の試掘調査によって、その続きと

思われる溝が確認されたことによって、今回の報告

内容に変更することとなった。これは、ひとえに担

当者の検討が不十分であったことに起因する。この

ことを、今後の教訓としたい。

次年度には、県道草生窪田津線を挟んで西側の部

分の調査が予定されている。この調査によって、今

回の成果を上回るような新たな成果が上がることを

期待する。

6 中村信裕「宮間戸遺跡」（『昭和57年度農業基盤

整備事業地域埋蔵文化財発掘調査報告」三重県教

育委員会、 1983年）。

7 本堂弘之ほか「宮ノ前遺跡」（『一般国道23号線

中勢道路建設事業に伴う大古曽遺跡・山籠遺跡・

宮ノ前遺跡発掘調査報告」三重県埋蔵文化財セン

ター、 1995年）。

8 小坂宜広「VI 蚊山遺跡」（『近畿自動車道（勢

和～伊勢）埋蔵文化財発掘調査概報V1」三重県埋

蔵文化財センター、 1990年）。

9 伊藤裕偉氏のご教示による。



図 版

大里窪田町全景 （東上空から）
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図版 2

A・B地区全景（南から）

C地区全景（南から）
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図版 4
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図版 5
9ごヽ
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SE 30 (南から）

SE 30 SE 30 漆器出土状況 （南から）

S E30 加工部材出土状況 （南から） SE 52 (西から）
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図版 6
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出土遺物 (2)
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図版 8
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出土遺物 (3)
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図版 9
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出土遺物 (4)
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図版10
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図版11
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